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1｡ 目的

イ ン タ ー ネ ッ ト 技 術 研 究 委 凵 会 同lm ヽrnct TechlloloMy

Rc ｓｅ;lrｃｈ Ｃｏｍｌｎｉｌｌｅｅ、 略 称 ：ITRO は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 技 術 の

研 究 お よ び そ の 応 川 に か か わ る 帖 広 い1,1･扣 羶ll究 斡 ・ 技 術 行 に 、

分 野 間 、 竚 叉 間 、|||:代 間 のJI IC 根 を 越 え た 密 な 交 流 の 場 を 提 供 し 、

通 信 と コ ン ピ ュ ー タが 融 介 す る 分II攷 シ ス テ ム 構 築 技 術 に 関 す る

わ が 国 の 伺ll究 開 発 環 境 を　･新 す る た め に､1by さ れ た　 そ の 巾 で 、

将 来 の イ ン タ ー ネ ッ ト のJ,り礎 と な る 技 術 や 応JI｣技 術 が 生 ま れ る

素 地 を|占|め 、２囗11J紀 に お い て|||:郢を リ ー ド で き る 只一体 的 な 研 究

開 兒 の ア ク シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム を 提 唱 し て い き た い

2｡ 組織

ITRC は 、 文部 省所 竹 の特 殊 法 人で あ る 川本 学術 振 興 会の'｣げj

の| つ であ る 片 学|烏力 研 究 兪Ｕ 公と し て 平|戉8年7 川に､没ヽy.さ れ

た　 こ の 制 度は 川 本学 術振 り･iり一会が 学 界とJ;･I'袞μ の111嶇|烏力 を 進

め る た め にiﾐ 題別 の 研 究 委 八 会を 設 け て 片学|窃力 の場 を 提 供す

る も ので 、ll肘|18年か らの 伝 統を もつ　ITRC は 第163 委目 会にあ

たる　 研 究 委Ｈ 会の 経 費は 、|| 本学 術 振 興 会|烏力 会{. 会長::､lil:

IH .lj:　11冐糾||辿 会長j の法 人 会日 か ら の 会 費に よ･J て まか な わ

れてい る

ITRC を構 成 する 委Ｈ は 川 窃力 会法 人 会日か ら の研 究 μ･52扣 こ

加え 、 人学 関 係 占'39名 、 国 旧 り|:究 機 関 関係 行12 名な どか ら なる

( ず成10  年:川 現 在) 代 表 名･は 委日 長宮 原 秀人 人阪 人学 教授 であ

る　 運営1 ツ) 組 織 と し て運 営 委口 会ご 齠IXlllお よ び イン ター ナ シ

ョ ナ ル アド バ イザ ー を 、 また 研 究 を 進 める た め の組 織 と し て 分

科 会( ワ ー キン ググ ループ) をiiIIII:い てい る

なお 、1TRC の 砂'引 窃力研 究 委Ｕ 公とし ての､副川 ⅢI･｣は5 年間で

ある が、 実紬 お よび必 要性 によ り延 長さ れるII｣'能性 があ る

３。活動

第2期 川であ る ず成9年 度 におい て は､前 年度 に引 き続 き、ワーキ

ン グ グ ループ に 分か れ て の 活 動 、 ほか の コ ン フ ァレ ン スなど の

支援 、イン ター ネット の 標準 化団 体へ の 参力||お よび その 報;Iご を々

行９ た　 本年 峻は 、以 ﾄ の゙8 つ の ワー キン グ グループ が 活動し た

● 医療 情報 ネ ッ トワ ーク相 互接 続 分科会

● ＡＤＳＬ分 科会

● 分散 型 マル チ メデ ィア基 盤分 科会

● マ ル チメデ ィア ネ ットワ ークを利 用 した遠 隔教 育分 科会

● 視聴 覚 障害 者の イン タ ーネ ット利 用 分科会

● イン ター ネッ トを用 い た教育 革命 に関 す る分科 会

● 地域 ネッ トワ ーク活 動分 科会

● 次 世代 ネ ットワ ー ク構築 の ための 基盤 技術 研究 分科 会

こ の う ち、「j哨 炉|’Il」=雛 ネットリ ー ク相りl接 続 分科 会］ で は、|友

療情 報の 交換 に適 し た ネ ット ワー ク棚りﾐ接 続 点 を構 築 してい る

ト インターネット白書'98

[ADSL 分科 会] で は 、 加 人 社線 に お け るΛDSL の辿XlJIﾘ'能性 の

検討 を 行う と と も に、 長野 県 凵|III｣‘で フ ィー ルド テ スト を 行っ

た　ｉ分 散型マ ルチ メデ ィア 基盤 分科 会_ で は 、Ｈ{EE1394 な どを

利川 し た家 庭 内 ネ･ソト ワー クと イン ター ネ ット の 融 介 をめ ざ す

IIやｈｏｍｅとい う コ ンセプ ト を提 案 してい る
犬 ‾マ

ルチ メデ イア ネ

ット ワ ー クを 利jl｣した 遠 隔 教 育 分 科 会　 で は 、 遠 隔 講義 シ ステ

ムの構 築 を行９ て い る　' 視聴 覚 障占 社の イン ター ネット 利川 分

科会｣ で は、 デ ジ タルi･リ 小|際 規格ＤΛISY 匚 準拠 し た パ ソコ ン

関 係閥､1:; ・ 時 点 の 整備 に収 り組 ん でい る　 ‾イン ター ネッ トを 川

い た 教育.111･2命 に関 す る 分 科 会_ で は、 初 等中 等 教 台 機関 に お け

る ネット ワー ク利JI｣につ い て 検討 し た　｜地域 ネッ ト ワー ク活 動

分科 会｣ では 、 各地 の 地域 柳 川 ヽワ ー ク活 動 の 支援 、 地 域IX 関

辿の 研 究活 動 支援 な どを 行っ て い る　 に欠lllj代 ネット ワー ク構 築

の ためのJ,り盤 技 術研 究分 科 会｣で は 、(扣S を ぢ･慮し た動II剛象転 送、

ルーテ ィン グプ ロ ト コルな ど につい て 議論 して い る

また、 イン タ ー ネ ソヽト 技 術 を広 く･､i¥蒙 、 片･及 する ため 、 囗本

の イン ター ネット の技 術､凋整会巌で あ るJEP(;IP のiﾓ 催す る イン

ター ネット 竹川 社 ミーテ ィン グ(IP Meelil 吋97j の 後援 、 北 海

道地 域 ネ･ソト ワ ー クNorl 】I Syｍｐｏｓiｕｍ 几 催な ど ほか のμ|休と の

交流 も積 極的 に行９ て きた

イン ター ネット技 術 の 研究 発表お よび 交流 の 場 とし てITRC 研

究 会を7J｣ に 浜松 、HJ｣ には 鄒 秋山で 開 催し 、 汨 也で の ネット ワ

ー ク技 術 汗との 技 術 交流 に も 努め てい る　 研究 会に は そ れぞ れ

100 名程 度の 参 加 行があ り、 深 夜 まで 研 究 発 表お よびＢＯＦと|呼ば

れる インフ ォー マ ルな 討 議を 行 っ た　 また、2J｣ には シ ンポ ジ ウ

ムを 開催し 、広 く 成 呎を 公衣し た

４。今後の活動計画

ず成 】0年 度に は 、 こ れ まで 活 動 巾 の ワ ー キ ン グ グ ループ に 加

え 、 ネット ワ ー クマ ネ ー ジ メン ト 分 科 会な ど 今 川的 な テ ーマ に

閠 す る 新し い ワ ー キ ン グ グ ループ を 設け て　･川 活 発 な研 究 活 動

を 行 う　 ワ ー キ ン グ グ ル ープ の 活 動は メ ーリ ン グリ スト お よ び

小 規 模の 研 究 集 会に よ９ て 行 わ れ、 さら に 年1 川な い し2 川の 委

口 会 総 会に おい て 悵;11‘･ ･ 討 論 さ れ る　 また 公開 の シ ン ポ ジウ ム

を 開 催し、 研 究 成 米を 広く　･般 に公 衣す る 〕s定 で あ る　Ｈ{ＴＦｍ

附会へ の 協賛 な ど イン ター ネット 技 術 の 片 及に 資す る た め の ほ

かの|ヽ j'|体との 交流 も引 き続 き行っ てい く

特 に 重俔 す る のは 国 際 標 準 化け|体へ の 以|敲で あ り 、 積 仙 的 に

捉案 を?｣≒ てい る れF 研 究 行をIliTF な どの 会､誕に派 遣 する と と

も に、 そ れ ら の動 向 を 報占 会 な どを 通 じ て 委Ｈ 間で 共有 し 、 川

本兒の 標準を 仰 ヽyする こ とを|| 指 す

なお 、法 入会口( 年 会賞･ 囗20 万円 、･ 囗 につ き 委tＤ 名 が参

加で きる) は引 き続 き 似集中 で あ る 旧1い 合 わせ 先 ： 電｣'･メー

ルitrｃ-ｓ朗T罔 汕1.ad.j l〕 )

（-j 目ふ卜 ・ 叭京人学 人学 院 数川 科学 研究 科 ）
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